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ひろばってなあに？ 

 

 

は 

毎月第１・3・4・５月曜日と 

第２火曜日 

           

 午前１０：３０～午後３：３０まで 

           

Iスクエアビル 3F 親子交流室 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

誰もが通った子育ての道 

まちの鎮守の森なかよしえん代表  

寺崎久枝 

 

お母さん、子育ては大変ですか？不安でいっぱいです

か？もう逃げ出したいと思ったことはありませんか？ 

でも、自分を責めてばかりでは道は拓けません。安心し

てください。あなたのお母さんもきっと同じだったはずです。

最初は手探りの連続で涙をこぼし、情けなくてわが子を抱

きしめ、途方にくれながらも子育てを頑張られたはずですか

ら。 誰もが通る、みんなが経験する、言うならば子どもか

ら大人になるための、人としての道なのです。やがて、年を

重ねおばあちゃんになると、おのずとわかる答えなのです。 

  

幼い子どもをよく見ていると、たくさんのメッセージをくれま

す。パニックにならず心落ち着けてその時を見逃さないこと

が大切です。優しく目を合わせ、うなずき、声をかけて、どう

ぞ共感してください。「教えてくれてありがとう。ママは愛して

いるよ」と。子どもは安心し、母の愛に納得してくれるはずで

す。親子なのですから。 

もちろん甘やかしは禁物です。悪いことや危ないことをし

たときには、その時に注意し、叱ることも忘れないでくださ

い。正しい成長の道へと導くのも親の努めです。 

 もっとも、核家族が当たり前の今日の育児環境ではお

のずと限界もあります。現代のママたちは経験則にも救

いの手にも恵まれてないのですから、取り巻く環境はひと

昔に比べて一段と厳しいものになっているはずです。 

 親だけの子育てでは世界も視野も狭くなりがちです。だ

からこそ、多くの方に見守られて取り組む環境を意識して

創出することが必要です。‶孤“育てや‶個”育てから抜

け出す環境づくりを模索しなくてはなりません。 

私たちの活動のベースである多世代交流型の育児

支援はそんな考え方から生まれた育児支援システムで

す。世代を超えた学びと共感の場でもあります。なかよし

えんでは第 2 水曜日の 10 時半から正午まで母親教室

を開いています。子どものこと、夫のこと、両親のことなど

など、いろんなことが話題に上がります。子どもを遊ばせ

ながら、お互いに悩みを語り合い、気軽なおしゃべりを楽

しんでみてください。多くの気づきがあるはずです。 

もちろん、こころの支援に「ありがとう」の感謝を忘れない

で・・・。 

 

 

子育て講座「なかよしのひろば」で 

お母さんたちと一緒に・・・  
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絵本のひろば 

８日（火）11：00～ （さんさんひろば） 

「子どもの本屋ピピン」の迎洋子さんによ

る絵本講座です。 

「しかけ絵本」と「食べ物の絵本」 

の紹介です。 

 

※資料がある場合は資料代を 

いただくことがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出演者  チェロ：中原豊子  ピアノ：百武なお子 

   子育てをしながらデュオを組み 20年を越えました。 

   学校の音楽教室や病院の音楽ボランティアなど、親

しみやすいチェロとピアノのミニコンサートを定期

的に行っています。あたたかいチェロの音色に寄り

添うようなピアノの響き。息のぴったり合った演奏

をお楽しみください。 

 

 

     

クラッシックの名曲のほか、ジブリやクリスマスの曲な

ど、楽しいプログラムです。 

お母さんのおひざで・・・お父さんのおひざで・・・ 

素敵な時間を過ごしてみませんか？ 

 
 

 

ǰȯɡȯɛɘɡ ȯɡȯɛɘɡ șȭȣȩ ȧȫȣȩ ȣɎ

ȣȚȝəȬǰ ȶᾶȱȴȒȭɗǷ ȹ Țᴤȭȝȸȱȴ

țɌȥȭȻǸᵫɏȴȼᴙɠ Ȗə ȯɑɡȽɐȯɛɡǷỴ

ȣ ȱ ɘȼ ȷɐȭȯǷȫȥȴ ΔɐϷ ȹ ɠ

ə ȚɒȱȴțɌȧǸʤɫʺʏɠ ȣȖǷȐɌɘ

ȹȸɗȸȒȵǷȐȱȭș ɉȱȡɘ ᵙȵ ȢȥȭȒɐ

ȼȵȧȻǸȣȴǷ șɗ ȹșȟȴȼȣɡȣɡɀɛȾȽ 

ʽ șɗ ȝȼ ȷɐȭȯȼ Ț֢ ȶ əȣɠ

ɡȵțȴȝɚȴȒɌȧǸ ȚϲȒ ȯɑɡȼȘ ȣɡ

Ț ʽ țȒ ɠ ȴȂȐȶ ʽ ȥȭɗȐȼȝɗȒ

ḨȟəɖȔȹȸəɡȮǸȃȶ ɗȩȭɘǷȂȐɡȸ ȚȐ 
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2014 年１月 
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（絵本のひろば） 
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絵本のひろば 

１４日（火）11：00～ （さんさんひろば） 

 

 冬の絵本の紹介をします。 

どうぞお楽しみに・・・ 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

も～いーくつねーるーとー おしょうがつー  

子どものころ指折り数えて待っていたのは、年があらたまる

喜び、というよりは「お年玉」が楽しみで…(*’▽’) 

現代ではすっかりお正月のお小遣いになっていますが、実は

正月行事本来の深い理由があります。 

もともと「お年玉」はお金ではなくお餅でした。お餅は『魂』の

象徴であり、生きる力・気力と考えられました。そもそも一連の

お正月行事は、新年の神様である『年神様』を家に迎えてもて

なし、見送るための行事です。家にいらした年神様は鏡餅に依り

つきます。鏡餅には年神様の「御魂（みたま）」が宿り、この鏡餅

の 

 

 
 

 

ȱȭȼȻǸ șȥȒǸȃȶ ɘ ȱȭɘǷȒɛȒɛȸ

ȯȚ ȦɘȐȱȴȒɌȧǸ 

ȣɡȣɡɀɛȾȵ ɡȵȒȭ Ț Ϙɍȹ Ɂȹ ȴ

ȝɚ ȣȒ ȼȘ̋ ɠȥȴȝɚə ȹ ȶ῾Ɂɠ

ȦɌȧǸ ɠ ȴ Ϫɠȧə ɒ ɇ  ɏ  Ỷɘ

ĲȒɛȒɛȸ ɒמּ ɚḨȝ ȯɐȘ͝ȒȹỜȟ

ɏ јȧəȘ ȣɡ ȹ ȳșȣɚəȡȶɐȭȝȣɡȵ

ȧǸ ȥȴ țȒȶȽȒȖȸȒȣɡȣɡɀɛȾȵȧȚǷ

ȯɑɡȹɐȘ ȣɡȹɐǷȫȥȴʀʆʊʜȹɐ ╨

ȼ Ȓ Ȓ ȹ Ȧəȡȼ ȵȧǸ 

(s.s.)  

 

 

の餅玉が年神様のその年の魂となる「年
とし

魂
だま

」です。

年魂を表す餅を、家長が家族に「御年魂」「御年玉」

として分け与えたのがお年玉のルーツ！なのです。

この餅を食べるための料理が「お雑煮」。餅を食べ

ることで体に魂を取り込みました。 

鏡餅を飾ったり、お雑煮を食 

べたりすることが新しい年の生 

きる力をいただくことだと思うと、 

お正月を迎える準備やそれぞれ 

の地域や家庭で伝わっている 

行事を、子どもたちにも丁寧に 

伝えていきたいものですね。      （C） 

ˎ ˯˨ˈ˪ ╒˛ͺͺͺˎͺˬͺ˛ͺˤͺ̂ 

 
 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

         何度でも ぴょんぴょん跳ねる膝の上 ここから ここから 始まってゆく 

歌集「生れてバンザイ」（俵 万智） より 

しっかり手を握って、安定感の悪い膝の上で何度も何度もぴょんぴょん！初めての支え立ちをしてから、それまで

静かに抱っこされていたのが足をぴょんぴょんさせるようになり、お膝にお座りからモソモソ動き出し、足で上下に。

満面の笑みをうかべながら自分の力で何度でも何度でも・・・うれしくて楽しいのでしょう。 

それからは、早いものです。どこへでも私の手をしっかり握り行きたいところへ一緒に連れて行ってくれていまし

た。だんだん行動範囲が広がると、手を握らなくても振り向くこともなく一歩一歩自分で道を選んで歩んで行くよう

になりました。 

今では、事後報告。楽しかったよ！綺麗だったよ！ 時々、お母さんも一緒に連れて行ってね！   （M.T.） 

  

 私たち「子育てひろばさんさんさん」は、 

多くのおとなが手をつなぎあって子育てを支援していくことが大切だと考えています。 

「さんさんひろば」をいっしょにやってみませんか？ 

 

 

 

 

 

ᵂֻ Њ̝  

       

          佐賀市駅前中央１丁目８－３２ iスクエアビル３F 市民活動プラザ No.１０３ 

        TEL/０９０－３０１１－０３３３  FAX/０９５２－４０－２０１１ 
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Ț̗̃ˮ˫ ˛ˈ  ˪˶̑˴ ȫ ț 

 

 

 

 

  

今年も佐賀市内で活動している子育て支援団体が集

まって子育てひろばを開催しました。 

１０月２５日金曜日、佐賀市立図書館の多目的ホール

に６０組以上の親子が訪れ、わらべ歌を楽しんだり、布

おもちゃや木のおもちゃで遊んだり、司書さんによる絵

本講座を楽しんだり、なかよしのひろばの寺崎先生の子

育てに関する話を聞いたりしました。 

 子育てひろばさんさんさんのコーナーでは、ダンボー

ルを使って簡単に作れる eco 積み木をたくさん用意

し、子ども達の自由な発想で積んだり並べたりして遊ん

でもらいました。 

 お母さん同士が交流を深めたり、子育てを楽しむヒン

トや情報などを得たり、支援団体同士も交流を深めるこ

とのできた１日でした。         （R..K.） 

 

 

佐賀市社会福祉協議会 

地域子育て支援センタ―主催 

の視察研修に参加しました。 

“子ども村福岡”は、福岡市西区今津の海と山の豊か

な自然に囲まれた地域にあります。“子ども村福岡”の

目的は、家族と暮らせない子どもたちを迎え、実の親

に代わる育親（いくおや）を中心に“新しい家族”を

つくり、自立するまで支え続けること。子どもにとっ

て大切な“家庭的な環境”と“専門的なサポ-ト”を柱

に、地域とともに子どもたちを育て、この営みを通し

て、社会に発信していくこと。その事業を通して社会

的養護の発展に寄与し、あらゆる子どもの幸せにつな

がっていくことをめざしています。1949 年にオ-スト

リアで誕生し、日本（福岡）は 133 ヶ国目。日本で唯

一の子ども村です。アジアではインドに支部があるそ

うです。 

ありふれた“あたりまえ”の暮らし、家族と交わす

“おはよう”の挨拶、炊きたてのごはん、おしゃべり、

温かいふかふかのお布団など、あたりまえのことを子

どもたちに保障してあげたいですね！社会全体で子ど

もたちを育むために。       （M T） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

“すべての子どもに愛ある家庭を。・・・・・” 

          子ども村福岡    

※ この通信は キリン福祉財団 子育て公募助成金 で発行しています。 


